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政策財務課　政策企画班からのお知らせ

路線バスでお出かけしませんか？
　７月１日から、「公共交通と商店街が連携した高齢者にやさしいまちづくり社会実験事業」として、

高齢者や運転免許証を返納した方へ路線バスの乗車券を補助します。補助を受けるには申請が必要です。

　申請された方へは会員証を交付し、町内協賛店舗にて各種サービスが受けられます。

▼目的

　高齢者の交通事故防止のため、運転免許証が返納されやすい環境づくりと、路線バスの利用しや

すい運行体系の整備などを目的としています。

▼内容

▼申請

　①運転免許証を自主返納した方

　新たに自主返納される方は、返納手続きの際に、警察署の窓口で申請できます。

　すでに自主返納された方は、警察署が発行する「申請による運転免許の取消通知書」もしくは「運

転経歴証明書」どちらかの写しを添えて町に申請してください。

　②65歳以上の方

　　申請書に、身分証明書の写しを添えて町に申請してください。

　③事業の参加者

　　事業主催者にお問い合わせください。

　※申請用紙は政策企画班および町ホームページにあります。

▼開始日

　　７月１日（水）から

▼申し込み・問い合わせ先

　　政策財務課　政策企画班　☎８４－１５０４

区分 対　象　者 補　助　内　容

①
町内在住で運転免許証を

自主返納した方
年間一律６,２５０円分の普通回数券

②
町内在住の６５歳以上の

方

月２枚（往復分）を上限に申請月以降の月数分の

エコノミー回数券

③

町・地区コミニュティセ

ンターなどが主催する事

業の参加者

居住する対象路線の最寄りのバス停から事業開催地の

最寄りのバス停までの往復分のエコノミー回数券

※普通回数券とは、会津乗合自動車㈱が発行する区間指定、有効期限のない乗車券。

※エコノミー回数券とは、会津乗合自動車㈱が発行する区間指定があり、有効期限が発行した日から１

　年間の乗車券。
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後期高齢者医療被保険者証

有効期限 平成２８年７月３１日

被保険者番号 01234567

被

保

険

者

住 所 会津坂下町○○1-1

氏 名 男

生年月日 昭和××年 ○月 △日

資格取得年月日 平成☆☆年○月 △日

発行期日 平成☆☆年○月 △日

交付年月日 平成２７年８月 １日

一部負担金の割合 １割

保険者番号

並びに保険者の

名称及び印

３９０７４２１６

福島県後期高齢者医療広域連合

後期高齢者医療制度に加入されているみなさまへ

８月１日から、保険証が新しくなります
　現在お使いの保険証は、平成２７年７月３１日までの有効期限となっています。

　７月中に新しい保険証（オレンジ色）を郵送しますので、８月１日からはそちらを

ご使用ください。

限度額適用・標準負担額減額認定証の発行について

　同一世帯の全員が住民税非課税の方は、申請

すると「限度額適用・標準負担額減額認定証」

を受け取ることができます。

　入院した時に、この証を医療機関に提示する

と、食事代が右表の負担額までに減額されます。

　また、医療機関の窓口での支払いが限度額ま

でとなります。該当すると思われる方は、保険

年金班（⑤窓口）に申請してください。

世帯区分
食事代

（１食あたり）

一般（下記以外の方） ２６０円

低所得者
Ⅱ ( ※ 1）

90 日までの
入院

２１０円

90 日を超え
る入院

１６０円

低所得者Ⅰ ( ※ 2) １００円

※1 世帯の全員が住民税非課税の方

※2 世帯の全員が非課税で、かつ年金収入

　　 ８０万円以下などの方

【問い合わせ先】　生活課　保険年金班　高齢者支援係（⑤窓口）　☎８４－１５１３

有効期限は
平成28年７月31日まで

用紙の色は
ピンク  ⇒  オレンジ
に変わります

医療機関の窓口での
負担割合です。
ご確認ください。
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生活課　保険年金班からのお知らせ

【問い合わせ先】　生活課　保険年金班　高齢者支援係（⑤窓口）　☎８４－１５１３

　介護保険施設を利用した場合、食費や居住費が原則として利用者負担になります。しかし、一定の条

件を満たすご利用者には所得に応じて自己負担に限度額が設けられ、これを超える食費・居住費の利用

者負担はありません。負担軽減を受けるためには、介護保険負担限度額認定証が必要です。申請に基づ

き、該当者に交付します。

　平成26年度に認定証を交付されている方の有効期限は平成27年７月31日です。引き続き下記対象者に

該当する場合は利用することができますので、更新の手続きをお願いします。

▼対象者　特別養護老人ホーム・老人保健施設・療養病床施設入所者およびショートステイ利用者で

　　　　　①住民税非課税世帯の方（別世帯の配偶者も住民税非課税であること）。

　　　　　②預貯金が基準額（配偶者がいる方は合計2,000万円、配偶者がいない方は1,000万円）以下の方。

▼有効期間　平成27年８月以降に申請した月の１日～平成28年７月31日まで

▼所得段階別の負担限度額（１日あたり）　

介護保険利用者負担軽減には申請が必要です

※（　）内の金額は、特別養護老人ホーム利用またはショートステイ利用の際の金額。

※平成27年４月１日から、多床室の負担限度額が320円から370円に改定されました。

▼申請方法　申請用紙は保険年金班（⑤窓口　高齢者支援係）にありますので、該当すると思われる方

　は窓口までお越しください。申請用紙はホームページにもあります。

▼持参するもの　本人・配偶者の通帳（写しでも可）、印鑑

介護保険サービスの利用者負担割合が変わります
▼利用者負担

　平成27年８月から、一定所得以上の方は介護保険サービスを利用した時の利用者負担が２割になります。

▼負担割合証

　要介護認定を受けた方には、利用者の負担割合を示す証明書が発行されます。保険証とともに介護サー

ビスを利用するときに必要になります。７月末に郵送しますのでご確認ください。

利用者
負担段階

対象

居住費の負担限度額

食費ユニット型
個 室

ユニット型
準 個 室

従来型
個 室

多床室

第１段階 生活保護受給者など 820 円 490 円
490 円

(320 円 )
0 円 300 円

第２段階

住民税非課税世帯か
つ前年の合計所得金
額と年金収入の合計
が 80 万円以下の方

820 円 490 円
490 円

(420 円 )
370 円 390 円

第３段階
住民税非課税世帯か
つ第 2段階以外の方

1,310 円 1,310 円
1,310 円
(820 円 )

370 円 650 円

基準 自己負担

本人の合計所得 160 万円未満
（世帯に 65 歳以上 1人のみ：年金収入＋合計所得＝ 280 万円未満）
（世帯に 65 歳以上 2人以上：年金収入＋合計所得＝ 346 万円未満）

1割

本人の合計所得 160 万円以上
（世帯に 65 歳以上 1人のみ：年金収入＋合計所得＝ 280 万円以上）
（世帯に 65 歳以上 2人以上：年金収入＋合計所得＝ 346 万円以上）

2割
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こんにちは「会津坂下町地域包括支援センター」です
介護認定の手順について

　介護保険によるサービスを受けるには、申請をして介護が必要と認定を受けなければなりません。

今月は、介護認定にかかる申請からサービスの利用までを簡単にご紹介します。

　本人または家族が保険年金班高齢者支援係の窓口に「要介護

認定」を申請します。地域包括支援センターでは申請手続きの

代行も可能です。

　当町の調査員が自宅や施設などを訪問して、心身の状態を確

認するための認定調査を行います。

　訪問調査の結果と医師の意見書をもとに、介護認定調査会で

は、介護を必要とする度合い（要介護状態区分）に応じ、要支

援１・２、要介護１～５、非該当と認定します。

　介護が必要と認定されると介護サービスが利用できます。ど

んなサービスをどれくらい利用するかという介護サービス利用

計画（ケアプラン）を介護支援専門員（ケアマネージャー）が

作成します。

＊ケアマネジャーの選択は、個別に電話するか、地域包括支

　援センターの紹介となります。

　介護サービス計画に基づいて、在宅や施設などの各種サービ

スを利用します。

＊介護サービスにかかる費用は、サービスの種類や利用時間・

　介護認定区分などによって決められています。

　地域包括支援センターでは、要支援１・２の方の介護サービス利用計画

（ケアプラン）を作成します。

　何かわからないことがありましたら、ご相談ください。

　　

【問い合わせ先】会津坂下町地域包括支援センター

　　☎ ８４－２７００　　　

　　受付時間　午前８時30分～午後５時15分（土・日・祝・年末年始休み）

　　　＊職員が訪問で不在の場合があります。

申　請

訪問調査

審査・認定

介護サービス

計画作成

サービスの

利用
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教育課　社会文化班からのお知らせ

男女共同参画について考えてみませんか

「共同×協働＝郷土の未来～ちょうどいい関係～」

〇会津坂下町男女共同参画推進委員会より

　平成27年度の会津坂下町のテーマが決定しましたのでお知らせします。

　今年は、男性と女性が互いを認め合い協力し、知恵を出し合って「会津坂下町」を盛

りたてていこうという気持ちをこめました。

※昨年のテーマは「ワークライフバランス（仕事と生活の調和）を理解する」でした。

　このテーマをもとに、家庭や職場、学校、地域で男性と女性のそれぞれの立場や関係

を考えていきませんか。

〇男女共同参画川柳コンクール作品募集

　毎年行っている「男女共同参画川柳コンクール」も今年で第１０回目の開催となりま

した。今回のテーマは「家庭・地域・職場・学校」です。たくさんの応募をお待ちして

います。

▼募集期間　　８月18日（火）～９月18日（金）まで

▼応募方法 応募用紙に記入し、中央公民館または最寄りの地区コミュニティセンター

 へ持参してください。ＦＡＸでも受け付けします。

 応募用紙は中央公民館、各地区コミュニティセンターにあります。

○頑張っている人募集

　会津坂下町在住の「頑張ってる人」（農業女子、仕事に子育てなど）のインタビュー

記事を載せたいと思います。ご存じの方は、事務局までお知らせください。お待ちして

います！

【問い合わせ先】

会津坂下町男女共同参画推進会議事務局

中央公民館　社会文化班

☎８３－３０１０　FAX８３－４４９８

作品例　「娘が巣立ち　並んで立つよ　台所」　（一般　特選）

　　　　「お互いに　のばしあおうよ　男女の手」　（学生　特選）

   　　*このような作品もありました。

　　　　「まわししめ　勝負する女子　おとこまえ」　（一般　特別賞）
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生活課　戸籍環境班からのお知らせ

エコ活動にご協力ください！

　暑さが本格化する７～９月には電力使用量が増加します。東北電力管内の今夏の見通しによると、

猛暑となった場合でも電力供給量は確保できる見込みですが、この予測値はみなさまのこれまでの節

電効果が前提となっていますので、今後も節電への取り組みが重要です。

○心がけ

・無駄を排除し、無理のない範囲で行う（状況に応じた無理のない範囲で行う）

・家電製品を使う時間帯をずらす（ピークカット）・・午後２時前後がピークです

○主な取り組み事例

・エアコンの室温を２８℃に設定する

・エアコンのフィルターを定期的に清掃する

・扇風機を代用する

・不要な照明を消灯する

・洗濯物はまとめ洗いする（容量の８０％を目安）

【問い合わせ先】　生活課　戸籍環境班　　☎８４－１５００

　紙の中には、リサイクルの困難なものがあります。これらが資源物に混入するとリサイクル工場に

おいて品質の低下、機械の故障の原因となってしまいます。

　下記のものについては、資源物に混ぜずに可燃ごみとして出してください。

・お菓子、カップ麺の蓋などの「アルミ貼りされた紙」

・食べ残し、油などが付着した「汚れた紙」　

・アイス、ヨーグルト、カップ麺の容器などの「コーティングされた紙」

・洗剤の箱、線香の箱などの「臭いのついた紙」

他に・・・カーボン紙、感熱紙、圧着はがき、たばこの中銀紙（外箱は可）など

○紙製品の紙以外の部分

・紙ファイルなどのプラスチック部分

・ティッシュペーパーの箱のビニール部分　　などは出せません。

※その他わからない製品につきましては、下記までお問い合わせください。

節電にご協力ください

紙資源の分別にご協力ください
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※月曜日休館となりますが、祝日の場合はその翌日が休館です。

※　 は休館日です。

※○印８月21日（県民の日）は無料観覧日です。

【問い合わせ先】　教育課　社会文化班　☎８３－３０１０

７月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4

5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 17 18

19 20 21 22 23 24 25

26 27 28 29 30 31

８月の開館日
日 月 火 水 木 金 土

1

2 3 4 5 6 7 8

9 10 11 12 13 14 15

16 17 18 19 20 ○21 22

23 24 25 26 27 28 29

30 31

三み

浦う
ら

麻ま

梨り

乃の

展

　
現
在
、
五
浪
美
術
記
念
館
で
は
、

『
三
浦
麻
梨
乃
展
』
を
開
催
中
で
す
。

小
動
物
な
ど
の
銅
版
画
作
品
を
展
示

し
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
来
館
く

だ
さ
い
。

〔開　催　期　間〕８月30日（日）まで
〔ギャラリートーク〕７月18日（土） 午後2時～
〔ワークショップ〕８月２日（日） 午前9時30分～正午

「かんたんスタンプで描く生き物の楽園」

対象：小学生（低学年は保護者同伴）定員15名

場所：五浪美術記念館　多目的ホール

※参加希望者は７月24日までに問い合わせ先へご連絡ください。

五浪美術記念館からのお知らせ
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町史編さんだより

　
結
婚
式
は
、
本
来
自
宅
で
行
う
も
の
で
、

白
い
角
隠
し
に
黒
の
裾
模
様
の
花
嫁
が
、

嫁
ぎ
先
の
敷
居
を
ま
た
ぐ
と
仏
壇
の
先
祖

に
挨
拶
を
し
、
次
い
で
座
敷
に
座
る
と
結

び
に
続
い
て
酒
宴
が
始
ま
り
、
真
夜
中
ま

で
続
く
と
い
う
形
が
伝
統
的
な
も
の
で
し

た
。
し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
昔
風
の
結
婚

式
は
も
う
見
る
こ
と
が
出
来
な
く
な
り
ま

し
た
。

　
昭
和
二
十
年
代
ま
で
は
自
宅
で
結
婚
式

を
行
う
の
は
ご
く
普
通
で
、
ホ
テ
ル
な
ど

で
披
露
宴
を
行
う
の
は
特
別
な
階
層
に
限

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、
い
わ
ゆ
る

結
婚
式
場
を
専
門
と
す
る
会
館
が
増
加
し

ま
す
が
、
地
方
で
は
、
華
美
な
付
き
合
い

を
地
域
全
体
で
改
め
よ
う
と
す
る
新
生
活

改
善
運
動
に
よ
り
、
公
民
館
で
行
う
公
民

館
結
婚
式
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
坂
下

で
も
公
民
館
や
農
協
会
館
な
ど
で
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
最
近
は
、
再
び
ホ
テ
ル

や
専
門
の
式
場
で
行
う
こ
と
が
多
い
よ
う

で
す
。

　
町
で
は
、
昭
和
四
十
年
代
に
は
自
宅
で

の
結
婚
式
は
ま
だ
当
た
り
前
の
よ
う
に
行

わ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。
こ
の
た
び
、
中

開
津
の
有
志
の
方
々
二
十
人
が
昭
和
四
十

年
三
月
に
共
同
で
購
入
し
た
「
島
台
」
と

「
燭
台
一
対
」
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　
島
台
は
、「
州す

浜は
ま

台
の
上
に
、
松
・
竹
・

梅
に
尉

じ
ょ
う

・
姥
や
鶴
・
亀
な
ど
の
形
を
し
た

も
の
。
蓬
莱
山
を
模
し
た
も
の
」（
広
辞

苑
）
で
、
蓬
莱
山
は
古
代
中
国
の
思
想
で

理
想
郷
を
意
味
し
ま
す
が
、
婚
礼
・
饗
応

な
ど
お
祝
い
の
席
に
縁
起
の
良
い
物
と
し

て
飾
ら
れ
ま
す
。

　
は
じ
め
は
、
宮
中
や
武
家
社
会
で
使
わ

れ
る
縁
起
物
で
し
た
が
、
江
戸
時
代
に
は

庶
民
層
に
も
広
ま
り
婚
礼
の
飾
り
物
と
し

て
不
可
欠
の
物
と
な
り
ま
し
た
。

　
婚
礼
に
は
、
三
三
九
度
の
席
に
島
台
が

置
か
れ
ま
す
が
、
寄
贈
し
て
い
た
だ
い
た

島
台
を
見
ま
す
と
、「
翁

お
き
な

と
老
女
」
・「
夫め

婦お
と

鶴
と
亀
」・「（
子
育
て
中
の
）
巣
中
の

子
鶴
」・「
松
竹
梅
」・「
椿
」・「
だ
い
だ
い

（
橙
）」・「
蕗ふ

き

」
な
ど
の
飾
り
が
見
ら
れ

ま
す
。

　「
翁
と
老
女
」
は
、
翁
は
大
坂
（
大
阪
）

の
住
吉
神
社
に
あ
る
松
の
精
、
老
女
は
高

砂
の
松
の
精
で
、
遠
く
離
れ
て
い
て
も
強

く
結
ば
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
二
人
の

精
を
赤
松
と
黒
松
の
二
つ
の
松
が
一
つ
の

根
か
ら
生
え
て
い
る
相あ

い
お
い生

の
松
に
仕
上
げ

た
」
と
い
う
謡
曲
に
あ
る
物
語
を
意
味

し
、
相
生
は
「
老
い
」
に
通
じ
、
老
夫
婦

の
よ
う
に
長
く
仲
良
く
暮
ら
せ
る
よ
う
に

と
の
願
い
を
表
し
て
い
ま
す
。「
松
竹
梅
」

は
常
緑
で
不
老
不
死
を
、
ま
た
、
た
く
さ

ん
の
実
な
ど
を
結
ぶ
こ
と
か
ら
繁
栄
を
、

「
椿
」
は
日
陰
で
も
常
に
生
き
生
き
と
し

た
緑
で
、「
だ
い
だ
い
（
橙
）」
は
家
代
々

の
繁
栄
を
、「
蕗
」
は
「
不
帰
」
に
通
じ
、

嫁
い
だ
後
は
帰
る
こ
と
な
く
夫
婦
和
合
を
、

「
夫
婦
鶴
と
亀
」
と
「（
子
育
て
中
の
）
巣

中
の
子
鶴
」
は
長
寿
と
子
宝
に
恵
ま
れ
る

家
の
繁
栄
を
表
し
て
い
ま
す
。

　
結
婚
を
約
束
す
る
結
納
の
儀
式
の
祝
い

結
婚
式
の
当
世
風
昔
風

�

《
島し
ま

台だ
い

》　
　

品
の
柳
樽
を
「
家
内
喜
多
留
」、
ス
ル
メ

イ
カ
を
「
寿
留
女
」、
ニ
シ
ン
を
「
二
親
」、

昆
布
を
「
喜
子
婦
」、
鯛
を
「
目
出
対
」

と
か
「（
長
く
婚
家
に
居
）
多
居
」、
な
ど

と
書
き
ま
す
が
、
若
い
男
女
の
新
し
い
門

出
と
幸
せ
を
幾
重
に
も
重
ね
折
る
こ
と
の

意
味
か
ら
も
重
要
な
飾
り
物
と
し
て
使
用

さ
れ
て
い
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

 

町
史
編
さ
ん
室
　
☎
83
―

３
０
１
０

中開津有志一同より町に寄贈となった

婚礼用具【島台と燭台】

昭
和
四
十
～
五
十
年
代
の
婚
礼
の
一
場
面

(

三
三
九
度)

。

島
台
が
実
際
に
使
用
さ
れ
て
い
る
様
子
。
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子どもフェスタで楽しく
おやつを学びました

食育だより

その67

　会津坂下町は、小学校・中学校とも全国・県・両沼地区と比較

して、肥満傾向の子どもが多く、町の健康課題になっています。

　そこで、地域学校保健委員会で健康教育ネットワークを立ち上

げ、関係機関と協力し合い、健康課題の解決に取り組んでいきます。

　５月３日の憲法記念日に町の体育館で行われた「子どもフェス

タ」に会津坂下町の養護教諭と栄養教諭で、食育コーナー「賢い

おやつの食べ方」に参加しました。

　（平成27年度　肥満度20％以上の割合）

～健康教育ネットワークの取り組み～

会津坂下町

全国 福島県 小学校 中学校

４．２％ ７．８％ １２．６％ １４．５％

《体験コーナー》

　「清涼飲料水」に入っている「砂糖」の量を実際に計り、

その砂糖水を味わってみました。

　会場で一番人気のブドウ味の炭酸飲料は砂糖57ｇ

《学びのコーナー》

おやつのエネルギーを調べ、摂取エネルギーを消費するための運動時間などを学びました。

じゃがいものスナック菓子を食べると・・・

【問い合わせ先】　健康管理センター　☎ ８３―１０００☆★7月19日は食育の日・家庭料理の日です★☆

豆知識：肥満度２０％以上とは、肥満傾向で

　　　　あることで、身長別標準体重と実測

　　　　体重から計算して出します。

豆知識：清涼飲料水の砂糖の量は１００ml

　　　　中の量で糖質や炭水化物で表記さ

　　　　れています。

砂糖５７ｇを水に溶かして

飲んでみたら・・・「うぅ。」

炭酸飲料は、炭酸や香料が入ることで、飲みや

すくなっています。飲み過ぎに注意ですね！

手
て が る

軽に作
つく

れるスペシャルドリンク

水５００mlに

塩１ｇ（小さじ１／６）

砂糖１２ｇ（３ｇスティック４本）

好みで、レモン果汁大さじ１～２

熱中症予防のため、ぜひ作ってみてください！

４７７Kcal

このエネルギーを消費するには

　歩く・・・・・約２４０分

　なわとび・・・約１８０分

　サッカー・・・約１２０分

１袋食べると消費するのに

たくさん運動をしなくてはいけ

ません。お皿に取り分けて食べ

るといいですね！
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図書室だより

本のタイトル 作者名 出版社

小
学
校
低
学
年

あしたあさってしあさって もりやまみやこ 作 小峰書店

かあさんのしっぽっぽ 村中李衣 作 BL 出版

クレヨンからのおねがい！ ドリュー・デイウォルト 文 ほるぷ出版

はこぶ 鎌田歩 作・絵 教育画劇

小
学
校
中
学
年

かぐやのかご 塩野米松 作 佼成出版社

パオズになったおひなさま 佐和みずえ 著 くもん出版

お話きかせてクリストフ ニキ・コーンウェル 作 文研出版

ぼくはうちゅうじん：ちきゅうのふしぎ絵本 中川ひろたか ぶん アリス館

小
学
校
高
学
年

ぼくの、ひかり色の絵の具 西村すぐり 作 ポプラ社

ぼくとテスの秘密の七日間 アンナ・ウォルツ 文 フレーベル館

ちいさなちいさな：めにみえないびせいぶつのせかい ニコラ・デイビス 文 ゴブリン書房

レジェンド！：葛西紀明選手と下川ジャンプ少年団ものがたり 城島充 著 講談社

中
学
校

夏の朝 本田昌子 著 福音館書店

ブロード街の 12 日間 デボラ・ホプキンソン 著 あすなろ書房

うなぎ一億年の謎を追う 塚本勝巳 著 学研教育出版

高
等
学
校

希望の海へ マイケル・モーパーゴ 作 評論社

マララ：教育のために立ち上がり、世界を変えた少女
マララ・ユスフザイ、

パトリシア・マコーミック 作
岩崎書店

ペンギンが教えてくれた物理のはなし 渡辺佑基 著 河出書房新社

第61回青少年読書感想文全国コンクールの課題図書の貸出を開始しましたので、

ぜひご活用ください。

「神様がそれぞれの人間に書いた

カルテってもんがある―。」

物語の原点となる、主人公が医師

になる前の学生時代や研修医時代

が描かれた短編集です。

物語 神様のカルテ；０

夏川草介 著

小学館

私が好きだった人たち、私を理解

してくれた人たち、そして、私と

同じ匂いを持った人たちへ―。

テレビ草創期から活躍し続ける

「トットちゃん」のエッセイ。

ノンフィ

クション
トットひとり

黒柳徹子 著

新潮社

「第61回青少年読書感想文全国コンクール課題図書」の紹介

本のタイトル 著者名 出版社

帝国憲法物語：日本人が捨ててしまった贈り物 倉山満 著 PHP 研究所

はじめての福島学 開沼博 著 イースト ･ プレス

日本劣化の正体 佐藤栄佐久 著 ビジネス社

ヒポクラテスの誓い 中山七里 著 祥伝社

ひとかどの父へ 深沢潮 著 朝日新聞出版

決戦！大坂城 葉室麟 [ 他 ] 著 講談社

忘れられた巨人 カズオ・イシグロ 著 早川書房

新着本の紹介

☆ほかにも新着本がまだまだありますので、ぜひ図書室へお越しください。

おすすめの新着本

図書室利用時間のご案内

開館時間　午前8時30分～午後5時

木曜日のみ午前8時30分～午後7時

 （毎月第2火曜日は定休日）

 ☎ 83-3010

場所：中央公民館和室

日時：７月27日（月）

　　　午前9時～正午
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TOWN TOPICS

齋藤町長の

　東日本大震災後、全国で火山活動が活発さを増しています。昨年の御嶽山の大惨事や今

回の口永良部島の全島民避難は言うに及ばず、蔵王山や吾妻山でも警戒が必要となってい

ます。

　さらに、地球温暖化の影響とも言われる近年の異常気象は、スーパー台風の発生をもた

らしたり、50年に一度というような大豪雨が各地で頻繁に発生し、土砂災害や大規模な浸

水被害をもたらしています。また、毎年最高気温が更新され、竜巻の発生は珍しくなくな

りました。

　このような異常さが続くと、ちょっとやそっとのことでは驚かなくなってしまい、危機

意識が薄れてしまうのが現状です。町では、昨年度策定した「会津坂下町地域防災計画」

に基づき、身近な地区単位での避難経路や住民の安全確保の計画づくりをお願いしています。まずは家庭や地域

で、自分たちの身の回りの状況について話し合いをしてみましょう。

　もうひとつ。お隣　韓国で流行している中東呼吸器症候群（MERS）や世界を震かんさせているエボラ出血熱は、

海外渡航が日常的になった現代では、対岸の火事と言ってばかりはいられません。昨年大騒ぎになった熱帯性の

デング熱感染を媒介するヒトスジシマカは、すでに岩手・秋田まで生息域を拡大させています。現代社会は「あ

りえない」ことがありえない時代になっています。危機意識は常にそばに置いてほしいものです。

備えのすすめ

㈱あいづダストセンター
事業系一般廃棄物・粗大ごみ等

廃棄物のことならお気軽にご相談ください
□本 社／会津若松市神指町大字南四合字才ノ神 461 TEL 0242-36-5351
□事業所／柳津町大字藤字鶴ヶ峯 4330-23 TEL 0241-42-2890

町建設業組合による道路清掃

　５月25日に会津坂下町建設業組合により、国道49号（宮古橋から藤橋）歩道・路肩の清掃作業が行われました。

　この事業は、町建設業組合によるボランティア作業として、毎年行われているもので、今年は、町内12社

から26名が参加しました。
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TOWN TOPICS

道の駅あいづ発着
高速バス新宿線が運行開始

　７月１日（水）より「道の駅あい

づ湯川・会津坂下」発着の高速バス

新宿線の運行が始まりました。

　１日１往復の運行となり、駐車場

は指定（無料）となります。

　また、路線バス乗り継ぎサービス

も実施します。若松駅前から高速バ

ス新宿線をご利用される場合、若松・

坂下線（道の駅あいづ⇔若松駅前間）

が片道200円で乗車できます。ぜひ、

ご利用ください。

【出発時刻】

・新宿行き　午前　６時００分発

　　　　　　午前１１時０５分着

・新宿発　　午後　６時００分発

　　　　　　午後１０時４０分着

　６月10日、５月31日に行われた第

９回会津信用金庫杯家庭バレーボー

ル大会の優勝報告のため当町の家庭

バレーボールチーム「ちょこバレー」

のメンバーが表敬訪問しました。

「ちょこ」の意味は家事などの合間

にちょこっと体を動かそうというと

ころから名づけたそうです。チーム

を立ち上げてから12年が経ち、今回

の大会が初の優勝となります。監督

の佐藤幸子さんは「これからも練習

を続け、県民スポーツ大会で上位入

賞を目指して頑張ります。」と抱負

を語りました。

ちょこバレー
第９回会津信用金庫杯優勝

　インターネットで「会津バス」と

検索すれば、時刻表や予約方法など

が閲覧できます。

【問い合わせ先】会津バス若松営業所

　　　　　　   ☎ 22―5555

道の駅あいづ

Ｐ指定駐車場所→

のりば

自
家
用
車
駐
車
場

大
型
車
駐
車
場

▼

坂下 国道49号線 国道121号線 ▼

会津
若松
▼

　６月９日、坂下東幼稚園の園外保

育で年長児たちが消防署と警察署を

見学しました。消防署では、消防車

や救急車の装備の説明を受けた後、

実際にタンカに乗せてもらったり、

園児たちの質問に丁寧に一つ一つ答

えてもらったりしました。警察署で

は、パトカーの運転席や助手席に乗

せてもらったあと、署内で「知らな

い人に声をかけられた場合の対処法」

や「交通安全」について紙芝居を使

い、分かりやすく説明してもらいま

した。

坂下東幼稚園　園外保育
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募　

集

会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合
事
務
局
職
員
（
行
政

職
・
技
術
職
）
募
集

　
平
成
28
年
４
月
採
用
予
定
の
職
員

を
募
集
し
ま
す
。

▼
採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
数

　
行
政
職
　
１
名
程
度

　
技
術
職
（
土
木
・
建
築
）

　
　
　
　
そ
れ
ぞ
れ
１
名
程
度

▼
受
験
資
格
　

○
行
政
職

　
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

方
で
、
昭
和
63
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者○
技
術
職

　
高
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有
す
る

方
で
、
昭
和
55
年
４
月
２
日
か
ら
平

成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

者▼
試
験
申
込
書
の
請
求
先

　
会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

備
組
合
事
務
局
、
消
防
本
部
、
消
防

署
、
分
署
、
出
張
所
、
市
町
村
役
場

で
交
付
し
ま
す
。
整
備
組
合
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受
験
案
内
お
よ
び
試

験
申
込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

▼
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

　
封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
用
紙
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
あ
て
先
を
明
記

し
て
１
２
０
円
分
の
切
手
を
貼
っ
た

返
信
用
封
筒
（
Ａ
４
判
大
）
を
同
封

し
、
会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合
事
務
局
総
務
課
総
務
係
へ

郵
送
で
請
求
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　
７
月
15
日
（
水
）
～

　
８
月
14
日
（
金
）
ま
で

（
執
務
時
間
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

　
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ

び
祝
日
は
除
き
ま
す
。

　
郵
便
に
よ
る
申
込
書
提
出
の
場
合

は
８
月
12
日
（
水
）
の
消
印
の
あ
る

も
の
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。　

▼
第
一
次
試
験

○
日
程

　
９
月
20
日
（
日
）

○
場
所
　
会
津
大
学
　

○
内
容

　
行
政
職
　
教
養
試
験

　
技
術
職
　
教
養
試
験
お
よ
び

　
　
　
　
　
専
門
試
験

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

　
備
組
合
事
務
局
総
務
課
総
務
係

　
〒
９
６
５
―

０
０
３
７

　
会
津
若
松
市
中
央
三
丁
目
10
―

12

　
☎
24
―

６
３
１
１

　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　h
ttp

:/
/
w

w
w

.a
izu

-k
o
u

ik
i.jp

会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合
消
防
本
部
消
防
職
員

募
集

　
平
成
28
年
４
月
採
用
予
定
の
消
防

職
員
を
募
集
し
ま
す
。

▼
採
用
人
数

　
消
防
職
員
　
　
　
若
干
名

▼
受
験
資
格
　

　
高
等
学
校
卒
業
程
度
の
学
力
を
有

す
る
方
で
、
昭
和
63
年
４
月
２
日
か

ら
平
成
10
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
者

　
身
体
の
基
準
は
、
身
体
強
健
な
者

と
し
ま
す
。

▼
試
験
申
込
書
の
請
求
先

　
消
防
本
部
、
消
防
署
、
分
署
、
出

張
所
、
市
町
村
役
場
で
交
付
し
ま

す
。
な
お
、
消
防
本
部
（h

ttp
:/

/

w
w

w
.119-a

izu
.jp

）
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
受
験
案
内
お
よ
び
試
験
申

込
書
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

▼
郵
送
を
希
望
す
る
場
合

　
封
筒
の
表
に
「
採
用
試
験
用
紙
請

求
」
と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
分
の

切
手
を
貼
っ
た
宛
先
明
記
の
返
信
用

封
筒
（
Ａ
４
判
大
）
を
必
ず
同
封
し

て
、
会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏

整
備
組
合
消
防
本
部
総
務
課
（
〒
９

６
５
―

０
１
３
１
会
津
若
松
市
北
会

津
町
中
荒
井
字
諏
訪
前
11
）
へ
送
付

し
て
く
だ
さ
い
。

▼
受
付
期
間

　
７
月
15
日
（
水
）
～

　
８
月
14
日
（
金
）
ま
で

（
執
務
時
間
午
前
８
時
30
分
～

　
　
　
　
　
午
後
５
時
15
分
ま
で
）

　
た
だ
し
、
土
曜
日
、
日
曜
日
お
よ

び
祝
日
は
除
き
ま
す
。

　
郵
便
に
よ
る
申
込
書
提
出
の
場
合

は
、
８
月
12
日
（
水
）
の
消
印
の
あ

る
も
の
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

▼
第
一
次
試
験

○
日
程

　
９
月
20
日
（
日
）

○
場
所

　
教
養
試
験
　
会
津
大
学
　

　
体
力
試
験
　
会
津
大
学
体
育
館

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
若
松
地
方
広
域
市
町
村
圏
整

　
備
組
合
消
防
本
部
総
務
課
総
務
グ

　
ル
ー
プ

　
☎
59
―

１
４
０
０

平
成
27
年
度
町
除
雪
作
業
員
の

募
集

　
町
除
雪
作
業
員
の
募
集
を
左
記
の

通
り
行
い
ま
す
。

▼
雇
用
条
件
等

○
期
間
　
12
月
中
旬
か
ら
平
成
28
年

３
月
中
旬
ま
で
　

　
基
本
的
に
土
日
祝
日
は
休
み
に
な

り
ま
す
が
、
降
雪
時
は
出
動
と
な
り

ま
す
。

○
勤
務
時
間

　

基
本
は
、
午
前
８
時

30
分
か
ら
午
後
５
時
15
分
ま
で
と
な

り
ま
す
。（
降
雪
時
は
、
早
朝
か
ら

の
出
動
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。）

○
賃
金

　

日
額
９
２
５
０
円

▼
募
集
人
員

　
若
干
名

▼
募
集
期
間

　
７
月
10
日
～
31
日

▼
応
募
方
法

　
大
型
・
大
特
・
作
業
免
許
の
有
無

お
よ
び
除
雪
作
業
の
経
験
に
つ
い
て

記
入
し
た
履
歴
書
を
作
成
の
上
、
左

記
ま
で
提
出
願
い
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
都
市
土
木
班

　
☎
84
―

１
５
０
６

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
☎
83
―

１
０
０
０

▼問い合わせ先　自衛隊　福島地方協力本部　会津若松出張所 ※すべて受験料は無料です。

　　　　　　　　（会津若松市門田町大字黒岩字大坪57―1）☎ ２７―６７２４

平成27年度　自衛官採用試験（１）

採用種目 対象年齢 受付期間 試験日程 試験会場 備考

自
衛
官
候
補
生

男子 18歳～27歳未満 年間を通じて募集を行っています 受付時にお知らせします 会津大学

女子 18歳～27歳未満 8月1日㈯～9月8日㈫
1次試験（筆記試験） 9月19日（土） 会津大学

2次試験（面接・身体検査） 9月25日（金） 郡山駐屯地

一般曹候補生 18歳～27歳未満 8月1日㈯～9月8日㈫ 1次試験（筆記試験） 9月19日（土） 会津大学 1次試験の合格者のみ2次試験

面接・身体検査となります航空学生 高卒(見込含)21歳未満 8月1日㈯～9月8日㈫ 1次試験（筆記試験） 9月23日（水） 郡山労働福祉会館
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健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
参
加
者
募
集

　
効
果
的
な
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
方
法

を
基
礎
か
ら
楽
し
く
学
べ
る
教
室
で

す
。
全
５
回
シ
リ
ー
ズ
で
開
催
し
ま

す
。
健
康
づ
く
り
の
た
め
に
ぜ
ひ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　

　
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

　
第
１
回
　
９
月
２
日
（
水
）

　
第
２
回
　
９
月
16
日
（
水
）

　
第
３
回
　
10
月
１
日
（
木
）

　
第
４
回
　
10
月
21
日
（
水
）

　
第
５
回
　
11
月
４
日
（
水
）

▼
場
所
　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー
お
よ

　
　
　
　
び
町
民
体
育
館

▼
対
象
者

　
40
歳
以
上
の
男
女

　（
希
望
者
30
名
ま
で
）

※
医
師
か
ら
運
動
制
限
の
指
示
を
受

　
け
て
い
る
方
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
持
参
品

　
飲
み
物
、
タ
オ
ル

　
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　
８
月
26
日
（
水
）
ま
で

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　
☎
83
―

１
０
０
０

テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
募
集

　
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
で
行
わ

れ
る
テ
ク
ノ
セ
ミ
ナ
ー
の
受
講
者
を

募
集
し
ま
す
。
コ
ー
ス
や
日
時
、
受

講
料
な
ど
は
左
記
の
と
お
り
で
す
。

▼
生
産
の
仕
組
み
（
定
員
15
名
）

○
日
時
　

　
９
月
10
日
（
木
）、
11 

日
（
金
）

　
午
前
９
時
～
午
後
４
時

○
金
額
　
授
業
料
３
１
０
０
円

○
申
込
期
限
　
８
月
26
日
（
水
）

▼
第
一
種
電
気
工
事
士
（
学
科
）

○
日
程

　
午
後
４
時
30
分
～
７
時
30
分

　
９
月
14
日
（
月
）、
15
日
（
火
）、

　
17
日
（
木
）、
18
日
（
金
）、
25
日

　（
金
）、
28
日
（
月
）、
29
日
（
火
）、

　
30
日
（
水
）

○
金
額
　
受
講
料
７
９
０
０
円

　
　
　
　
教
材
費
２
６
６
７
円

○
申
込
期
限
　
８
月
26
日
（
水
）

▼
場
所
　
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

▼
申
込
方
法

　「
受
講
申
込
書
」
に
記
入
し
、
左

記
の
問
い
合
わ
せ
先
へ
メ
ー
ル
、
郵

送
、
持
参
も
し
く
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
信

く
だ
さ
い
。（「
受
講
申
込
書
」
は
、

テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津
ホ
ー
ム

ペ

ー

ジh
ttp

:/
/
w

w
w

.tc-a
izu

.

a
c.jp

/

経
営
企
画
部
門
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
も
の
を
お
使
い
く
だ
さ

い
。）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
９
６
９
―

３
５
２
７

　
喜
多
方
市
塩
川
町
御
殿
場
４
―

16

　
県
立
テ
ク
ノ
ア
カ
デ
ミ
ー
会
津

　
☎
０
２
４
１
―

27
―

３
２
２
１

　
FAX
０
２
４
１
―

27
―

３
３
１
２

　
メ
ー
ル

　a
izu

-ta
@

p
ref.fu

k
u

sh
im

a
.lg

.jp

職
業
訓
練
生
募
集

　
福
島
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ

ー
よ
り
職
業
訓
練
生
の
募
集
と
施
設

見
学
会
の
ご
案
内
で
す
。

訓
練
生
募
集

▼
募
集
期
間

　
７
月
17
日（
金
）～
８
月
14
日（
金
）

▼
募
集
訓
練
科
名
　
電
気
設
備
技
術
科

▼
募
集
定
員
　
20
名

▼
訓
練
期
間
　

　
９
月
２
日
（
水
）
～
平
成
28
年
２

月
29
日
（
月
）

▼
対
象
者

　
公
共
職
業
安
定
所
に
求
職
登
録
さ

れ
て
い
る
方
で
、
職
業
訓
練
の
受
講

が
望
ま
し
い
と
判
断
さ
れ
た
方

▼
受
講
料
　
無
料

▼
選
考
日
　

　
８
月
18
日
（
火
）
午
前
９
時
～

施
設
見
学
会

▼
開
催
日
時

　
８
月
10
日
（
月
）、
24
日
（
月
）、

　
９
月
７
日
（
月
）、
28
日
（
月
）

　
各
日
午
前
９
時
30
分
～
正
午

▼
内
容

　
今
ま
で
の
キ
ャ
リ
ア
（
職
業
能
力
）

に
プ
ラ
ス
し
て
、
新
た
な
技
能
習
得

の
た
め
の
職
業
訓
練
に
つ
い
て
理
解

し
て
い
た
だ
く
説
明
会
で
、
当
セ
ン

タ
ー
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
訓
練
内

容
に
つ
い
て
よ
り
詳
し
く
知
り
た
い

方
は
、
最
寄
り
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
か

ら
参
加
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
会
津
　
訓
練
課

　
☎
26
―

０
５
２
０

健
康
・
子
育
て

献
血
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　
私
た
ち
の
体
の
中
を
流
れ
て
い
る

血
液
は
、
生
き
て
い
る
細
胞
で
あ
り
、

長
い
期
間
に
わ
た
っ
て
保
存
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
人
工
的

に
つ
く
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
輸

血
に
必
要
な
血
液
を
い
つ
で
も
十
分

に
確
保
し
て
お
く
た
め
に
は
、
絶
え

ず
誰
か
の
献
血
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　
町
民
の
み
な
さ
ま
の
温
か
い
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
場
所
・
日
時

　
７
月
13
日
（
月
）

○
Ｃ
Ｏ
Ｏ
Ｐ 

Ｂ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ  

ば
ん
げ

　
午
前
9
時
30
分
～
正
午

○
コ
メ
リ

　
午
後
2
時
～
４
時
30
分

　
８
月
２
日
（
日
）

○
町
役
場
前
（
夏
祭
り
会
場
）

　
午
前
9
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
対
象
者

①
16
～
69
歳
の
方

※
65
歳
以
上
の
方
は
60
～
64
歳
ま
で

　
に
献
血
経
験
の
あ
る
方

②
体
重
　
男
性
45
㎏
以
上
の
方

　
　
　
　
女
性
40
㎏
以
上
の
方

③
過
去
に
輸
血
を
受
け
た
経
験
が
な

　
く
、
現
在
健
康
な
方

④
高
血
圧
治
療
薬
に
つ
い
て
は
、
血

　
圧
が
正
常
域
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
さ

　
れ
、
合
併
症
が
な
い
場
合
は
献
血

　
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー 

　
☎
83
―

１
０
０
０

ば
ん
げ
保
育
所
の
施
設
開
放

▼
日
時

　
第
１
日
曜
日
　
午
前
９
時
～
正
午

　
８
月
２
日
（
日
）
9
月
6
日
（
日
）

　
10
月
４
日
（
日
）
11
月
1
日
（
日
）

　
12
月
６
日
（
日
）
1
月
10
日
（
日
）

　
２
月
７
日
（
日
）

▼
場
所
　
遊
戯
室
・
所
庭

★
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
団
体
・
サ
ー
ク

　
ル
ど
な
た
で
も
利
用
が
可
能
で
す
。

★
事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
ば
ん
げ
保
育
所

　
☎
83
―

３
２
０
２

募　

集

★広報あいづばんげ 縦42mm×横171mm 20,000円

縦 42mm×横 84mm 10,000 円

★会津坂下町ホームページ（バナー広告） 10,000円

※ 料金は、1 か月の金額です。

（年間契約の場合、割引有り）
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暮
ら
し

油
の
流
出
事
故
防
止

　
農
作
業
な
ど
に
よ
り
ガ
ソ
リ
ン
や

軽
油
を
使
用
す
る
際
、
万
が
一
、
軽

油
タ
ン
ク
な
ど
か
ら
の
移
し
替
え
や

配
管
の
破
損
な
ど
に
よ
り
河
川
へ
油

が
流
出
し
た
場
合
は
、
火
災
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
下
流
の
飲
み
水
や
農

業
用
水
、
漁
業
な
ど
に
重
大
な
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。
ま
た
、
そ
の
処
理

に
か
か
る
費
用
は
原
因
者
に
負
担
し

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。
飲

み
水
や
用
水
な
ど
に
被
害
が
出
て
し

ま
っ
た
場
合
、
賠
償
責
任
を
負
わ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
日
ご
ろ
か
ら
油
の
流
出
事
故
を
防

ぐ
よ
う
に
心
が
け
、
次
の
点
に
注
意

し
て
事
故
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

▼
点
検

○ 

軽
油
タ
ン
ク
や
農
業
用
機
械
の
配

管
に
亀
裂
や
老
朽
化
が
な
い
か
必

ず
確
認
し
、
異
常
を
見
つ
け
た
ら

早
め
の
交
換
や
修
理
を
依
頼
し
て

使
用
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

軽
油
タ
ン
ク
の
残
量
は
定
期
的
に

確
認
し
ま
し
ょ
う
。
も
し
、
タ
ン

ク
内
の
油
の
減
り
方
が
著
し
い
と

き
は
、
油
漏
れ
が
な
い
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

▼
取
り
扱
い
上
の
注
意

○
給
油
中
は
、
そ
の
場
を
離
れ
な
い

　
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

○ 

使
用
後
は
バ
ル
ブ
や
コ
ッ
ク
な
ど

を
完
全
に
閉
め
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

閉
め
忘
れ
が
な
い
か
確
認
し
ま
し

ょ
う
。

○ 

不
用
に
な
っ
た
油
は
適
切
に
処
理

を
し
ま
し
ょ
う
。

　 

故
意
に
河
川
や
土
壌
に
流
し
た
場

合
不
法
投
棄
と
な
り
処
罰
の
対
象

と
な
り
ま
す
。

○ 

軽
油
タ
ン
ク
の
容
量
以
上
の
防
油

堤
（
流
出
防
止
装
置
）
を
設
置
し

ま
し
ょ
う
。

○ 

配
管
に
油
漏
れ
が
な
い
か
確
認
し

ま
し
ょ
う
。

▼
事
故
発
生
時
の
対
応

　
河
川
な
ど
に
流
入
さ
せ
て
し
ま
っ

た
場
合
や
油
が
流
れ
て
い
る
の
を
発

見
し
た
場
合
は
、
町
役
場
、
消
防
署

ま
た
は
県
の
地
方
振
興
局
に
通
報
し

て
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課
　
戸
籍
環
境
班
（
⑨
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
０
０

　
総
務
課
　
危
機
管
理
班

　
☎
84
―

１
５
３
３

　
会
津
坂
下
消
防
署

　
☎
83
―

４
１
０
０

　
会
津
地
方
振
興
局
　
県
民
環
境
部

　
☎
29
―

３
９
１
２

個
人
事
業
税
の
納
税
を
お
忘
れ

な
く
！

　
個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事
務
所
・

事
業
所
を
設
け
て
、
物
品
販
売
業
や

不
動
産
貸
付
業
な
ど
、
一
定
の
事
業

を
営
ん
で
い
る
方
に
納
め
て
い
た
だ

く
県
の
税
金
で
す
。
会
津
地
方
振
興

局
県
税
部
か
ら
送
付
さ
れ
る
納
税
通

知
書
に
よ
り
、
年
税
額
を
８
月
（
第

１
期
分
）
と
11
月
（
第
２
期
分
）
の

２
回
に
分
け
て
納
め
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
年
税
額
が
１

万
円
以
下
の
場
合
に
は
、
８
月
（
第

１
期
分
）
に
一
括
し
て
納
め
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

▼
口
座
振
替
で
の
納
税
を
お
勧
め
し

　
ま
す

　
個
人
事
業
税
に
つ
い
て
は
、
便
利

な
口
座
振
替
の
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
手
続
き
は
、
納
税
通
知
書
に
同
封

の
「
預
金
口
座
振
替
依
頼
書
」
を
金

融
機
関
に
提
出
し
、
金
融
機
関
で
確

認
を
受
け
た
「
納
付
書
送
付
依
頼
書
」

を
県
税
部
に
提
出
し
て
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
課
税
第
一
課
事
業
税
チ
ー
ム

　
☎
29
―

５
２
５
１

下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技

術
者
資
格
認
定
試
験

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
は
、
条
例

な
ど
に
よ
り
各
市
町
村
に
登
録
さ
れ

た
指
定
工
事
店
で
な
け
れ
ば
、
そ
の

設
計
、
施
工
を
行
っ
て
は
な
ら
な
い

と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
指
定
工
事
店

と
し
て
の
登
録
要
件
の
ひ
と
つ
に
、

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
（
一
定

水
準
以
上
の
技
術
を
持
っ
た
技
術
者
）

を
専
属
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
と
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
こ
の
認
定
試
験
に
合
格
し
た
方
は
、

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
名
簿
に

登
録
す
る
こ
と
に
よ
り
、
排
水
設
備

工
事
責
任
技
術
者
と
認
定
さ
れ
、
指

定
工
事
店
の
専
属
技
術
者
と
し
て
活

躍
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

▼
認
定
試
験

〇
試
験
日
　
11
月
１
日
（
日
）

○
会
場
　
郡
山
市
田
村
町

　
　
　
　
日
本
大
学
工
学
部

〇
申
込
期
間
　
８
月
３
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
９
月
４
日
（
金
）

○
申
込
場
所
　
建
設
課

　
　
　
　
　
　
上
下
水
道
班

〇
受
験
資
格
等

① 

高
等
学
校
以
上
の
土
木
工
学
科
ま

た
は
こ
れ
に
相
当
す
る
課
程
を
修

了
し
卒
業
し
た
者

② 

高
等
学
校
以
上
を
卒
業
し
た
者
で
、

排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
ま
た
は

施
工
に
関
し
、
受
験
申
込
日
に
お

い
て
１
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有

す
る
者

③ 

排
水
設
備
工
事
等
の
設
計
ま
た
は

施
工
に
関
し
、
受
験
申
込
日
に
お

い
て
２
年
以
上
の
実
務
経
験
を
有

す
る
者

④ 

前
各
号
に
掲
げ
る
者
に
準
ず
る
も

の
と
し
て
別
に
定
め
る
も
の

〇
受
験
手
数
料
　
３
０
０
０
円

▼
受
験
講
習
会

　
下
水
道
排
水
設
備
工
事
責
任
技
術

者
資
格
認
定
試
験
の
知
識
の
向
上
を

目
的
と
し
た
受
験
講
習
会
を
実
施
し

ま
す
。

〇
日
程
　
10
月
３
日
（
土
）

○
会
場
　
郡
山
市
熱
海
町

　
　
　
　
郡
山
ユ
ラ
ッ
ク
ス
熱
海

〇
申
込
期
間
　
８
月
３
日
（
月
）
～

　
　
　
　
　
　
９
月
４
日
（
金
）

○
申
込
場
所
　
建
設
課

　
　
　
　
　
　
上
下
水
道
班

〇
受
講
手
数
料
　
３
０
０
０
円

　
案
内
書
・
申
込
書
な
ど
は
、
上
下

水
道
班
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
。（
７

月
下
旬
よ
り
配
布
予
定
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
建
設
課
　
上
下
水
道
班

　
☎
84
―

１
５
３
１
（
施
設
係
）

　
実
施
機
関
　
公
益
財
団
法
人

　
福
島
県
下
水
道
公
社

　
☎
０
２
４
―

５
２
４
―

３
５
１
０

　
福
島
県
で
は
、
福
島
県
弁
護
士
会

と
連
携
し
弁
護
士
に
よ
る
対
面
の
法

律
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
相
談

料
は
無
料
で
す
の
で
、
請
求
手
続
き

に
つ
い
て
不
明
な
点
な
ど
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。
な
お
、
事
前
予

約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ご
希

望
の
際
は
左
記
の
問
い
合
わ
せ
先
ま

で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
会
津
地
区
開
催
日
時

○
会
津
若
松
合
同
庁
舎
本
館
３
階
地

　
域
連
携
室

　
７
月
27
日
（
月
）、９
月
29
日
（
火
）

○
喜
多
方
プ
ラ
ザ
文
化
セ
ン
タ
ー
１

　
階
小
会
議
室

　
８
月
24
日
（
月
）

▼
相
談
料
　
無
料

▼
相
談
時
間
　
30
分

（
い
ず
れ
も
午
後
１
時
30
分
か
ら
３

　
時
50
分
の
間
に
実
施
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
☎
０
２
４
―

５
２
３
―

１
５
０
１

（
平
日
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時

　
15
分
）

原
子
力
損
害
賠
償
巡
回
法
律

相
談



17

臨
時
福
祉
給
付
金
の
申
請
受
付

は
８
月
20
日
か
ら
で
す

　
該
当
さ
れ
る
方
に
は
８
月
中
旬
に

申
請
書
を
郵
送
し
ま
す
。

▼
支
給
対
象
者

　
平
成
27
年
度
分
の
住
民
税
が
課
税

さ
れ
て
い
な
い
方
が
対
象
で
す
。　

　
た
だ
し
、
次
の
要
件
に
該
当
す
る

方
は
除
き
ま
す
。 

※
課
税
者
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
。

※
生
活
保
護
の
受
給
者
で
あ
る
。

▼
支
給
額

　
１
人
に
つ
き
　
６
０
０
０
円

▼
申
請
先

　
生
活
課
　
福
祉
健
康
班
（
③
窓
口
）

▼
申
請
期
間

　
８
月
20
日
（
木
）
～
11
月
19
日

（
木
）
ま
で

▼
提
出
書
類

結
婚
60
周
年
（
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド

婚
式
）
祝
の
表
彰

　
町
で
は
、
例
年
敬
老
会
の
席
上
、

金
婚
祝
の
ご
夫
婦
と
と
も
に
、
結
婚

60
周
年
祝
の
ご
夫
婦
の
表
彰
を
行
っ

て
い
ま
す
。
人
生
80
年
の
時
代
を
迎

え
た
と
は
い
え
、
夫
婦
そ
ろ
っ
て
結

婚
60
年
の
記
念
す
べ
き
年
を
迎
え
る

こ
と
は
誠
に
喜
ば
し
い
こ
と
で
す
。

　
町
を
挙
げ
て
お
祝
い
し
た
い
の
で
、

該
当
す
る
方
は
ぜ
ひ
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

▼
表
彰
該
当
要
件

①
昭
和
30
年
１
月
１
日
～
同
年
12
月

　
31
日
ま
で
に
結
婚
し
た
夫
婦

②
会
津
坂
下
町
民
で
あ
る
夫
婦

▼
受
付
期
間

　
８
月
27
日
（
木
）
ま
で

※ 

賀
詞
、
記
念
品
な
ど
の
準
備
の
た

め
期
間
厳
守
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
受
付
期
間
終
了
後
の
申
込

者
は
、
次
年
度
に
表
彰
と
な
り
ま

す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課 

福
祉
健
康
班
（
③
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
２
２

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
申
請

（
新
年
度
分
）
受
付
中

　
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
経
済

的
に
困
難
な
と
き
は
、
申
請
に
よ
り

保
険
料
の
納
付
が
免
除
さ
れ
ま
す
。

７
月
か
ら
新
年
度
分
（
７
月
分
～
翌

年
６
月
分
）
の
免
除
申
請
を
受
け
付

け
ま
す
。
引
き
続
き
免
除
を
受
け
た

い
方
や
、
失
業
な
ど
に
よ
り
納
付
が

困
難
な
方
は
、
以
下
の
と
お
り
手
続

き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
平
成
26
年
度
に
免
除
申
請
し
た
方

で
、
そ
の
際
に
、
翌
年
度
以
降
も
免

除
継
続
を
希
望
し
、
全
額
免
除
ま
た

は
若
年
者
納
付
猶
予
に
該
当
し
た
方

は
、
今
回
か
ら
手
続
き
は
不
要
で
す
。

こ
の
場
合
は
、
継
続
し
て
申
請
が
あ

っ
た
も
の
と
し
て
審
査
を
行
い
、
７

月
下
旬
以
降
に
結
果
が
届
き
ま
す
。

　
平
成
26
年
度
に
免
除
継
続
を
希
望

し
な
か
っ
た
方
、「
４
分
の
３
」
ま

た
は
「
半
額
」・「
４
分
の
１
」 

の
い

ず
れ
か
の
免
除
に
該
当
し
た
方
、
失

業
者
の
特
例
に
よ
り
免
除
に
な
っ
て

い
た
方
は
、
６
月
で
免
除
期
間
が
終

了
し
ま
す
。
納
付
が
困
難
な
場
合
に

は
、
改
め
て
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

▼
承
認
期
間

暮
ら
し

　
7
月
（
ま
た
は
資
格
取
得
日
）
～

　
平
成
28
年
６
月
ま
で

▼
持
参
品
　

①
年
金
手
帳

②
印
鑑

　（
本
人
署
名
の
場
合
は
不
要
）

③ 

所
得
証
明
書
（
平
成
27
年
１
月
２

日
以
降
に
当
町
に
転
入
し
て
き
た

方
の
み
）

④ 

退
職
（
失
業
）
し
て
い
る
方
の
み
、

雇
用
保
険
受
給
者
証
、
離
職
票
な

ど
退
職
の
事
実
が
わ
か
る
公
的
機

関
の
書
類

※ 

保
険
料
が
未
納
の
場
合
は
、
障
害

年
金
等
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

※ 

所
得
要
件
の
審
査
を
す
る
た
め
、

所
得
申
告
が
不
可
欠
で
す
。
住
所

地
で
所
得
申
告
を
忘
れ
ず
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課
　
保
険
年
金
班
（
④
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
０
１

高
圧
洗
浄
機
の
貸
出

　
町
で
は
、
マ
イ
マ
イ
ガ
対
策
と
し

て
、
卵
塊
除
去
の
た
め
の
高
圧
洗
浄

機
の
貸
出
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
貸
出
対
象

　
町
内
に
お
い
て
マ
イ
マ
イ
ガ
の
卵

塊
が
あ
る
建
物
お
よ
び
土
地
の
所
有

者
ま
た
は
所
有
者
よ
り
防
除
の
承
諾

を
得
た
方

▼
貸
出
期
間

　
開
庁
日
の
午
前
９
時
か
ら
午
後
４

時
（
土
・
日
・
祝
日
の
貸
出
を
希
望

さ
れ
る
場
合
は
、
事
前
に
ご
相
談
く

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動

　
７
月
は
、〝
社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
〟
の
強
調
月
間
で
す
。

　
す
べ
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
更
生
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
協
力
し
、

明
る
い
社
会
を
つ
く
ろ
う
と
す
る
全

国
規
模
の
運
動
で
す
。

　
家
庭
・
学
校
・
職
場
・
地
域
な
ど

み
ん
な
で
話
し
合
い
、
協
力
し
合
っ

て
犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会
を
つ
く

り
ま
し
ょ
う
。

▼
運
動
の
テ
ー
マ

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
立
ち
直
り

　
を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　「
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち
の

　
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う
」

　「
犯
罪
や
非
行
が
起
き
な
い
よ
う
、

　
地
域
社
会
で
支
え
よ
う
」

　「
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
、
地
域

　
社
会
の
理
解
と
協
力
の
輪
を
広
げ

　
よ
う
」

▼
運
動
の
目
標

○ 

家
族
み
ん
な
で
明
る
い
家
庭
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

○ 

学
校
・
職
場
・
家
庭
で
犯
罪
・
非

行
防
止
に
つ
い
て
話
し
合
い
ま
し

ょ
う
。

○ 

地
域
ぐ
る
み
で
活
動
し
、
地
域
の

絆
を
深
め
ま
し
ょ
う
。

○ 

み
ん
な
で
声
を
掛
け
合
い
、
犯
罪

や
非
行
・
事
故
か
ら
子
ど
も
た
ち

を
守
り
ま
し
ょ
う
。

○ 

み
ん
な
の
力
で
明
る
い
社
会
を
つ

く
り
ま
し
ょ
う
。

※ 

駅
前
や
校
門
前
、
祭
礼
な
ど
で
啓

発
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課
　
戸
籍
環
境
班
（
⑨
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
０
０

だ
さ
い
。）

▼
貸
出
台
数

　
一
回
あ
た
り
一
台

▼
貸
出
料

　
無
料

※ 

水
道
料
、
電
気
料
そ
の
他
使
用
に

か
か
る
費
用
に
つ
い
て
は
申
込
者

の
ご
負
担
と
な
り
ま
す
。

▼
申
込
方
法

　
戸
籍
環
境
班
に
ご
連
絡
の
上
、
来

庁
し
使
用
申
請
書
に
よ
り
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。（
申
請
時
に
ご
本
人
と

確
認
で
き
る
も
の
が
必
要
に
な
り
ま

す
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課
　
戸
籍
環
境
班

　
☎
84
―

１
５
０
０

○
臨
時
福
祉
給
付
金
申
請
書

（
請
求
書
）

○
本
人
確
認
書
類
（
運
転
免
許
証
、

　
保
険
証
等
の
写
し
）

　
通
帳
の
写
し

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課
　
福
祉
健
康
班
（
③
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
２
２
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暮
ら
し

銃
砲
・
刀
剣
類
の
登
録
手
続
き

に
つ
い
て

【
銃
砲
・
刀
剣
類
の
登
録
手
続
き
】

▼
発
見
か
ら
登
録
手
続
き
ま
で
の
流

　
れ

　
未
登
録
の
銃
砲
・
刀
剣
類
を
発
見

し
た
時
は
、
最
寄
り
の
警
察
署
に
発

見
の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出

が
済
む
と
、
県
教
育
委
員
会
か
ら
登

録
審
査
会
の
案
内
が
届
き
ま
す
の
で
、

速
や
か
に
審
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
審
査
会
に
持
参
す
る
も
の

①
審
査
会
の
案
内
（
県
教
育
委
員
会

　
か
ら
送
付
）

②
発
見
届
を
し
た
銃
砲
・
刀
剣
類

③
銃
砲
刀
剣
類
発
見
届
出
済
証
（
警

　
察
署
か
ら
交
付
）

④
登
録
申
請
書
（
県
教
育
委
員
会
か

　
ら
送
付
）

⑤
印
鑑

⑥
登
録
審
査
手
数
料
（
福
島
県
収
入

　
証
紙
）

　
１
件
（
銃
砲
1
丁
、
刀
剣
1
振
）

に
つ
き
６
３
０
０
円

※
県
庁
及
び
各
合
同
庁
舎
の
売
店
で

　
購
入
可
。

⑦
委
任
状
（
代
理
人
に
依
頼
す
る
場

　
合
）

▼
平
成
27
年
度
登
録
審
査
会
日
程

○
7
月
15
日
（
水
）
銃
砲
・
刀
剣
類

〈
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館
　

2
階
中

　
ホ
ー
ル
〉

○
9
月
18
日
（
金
）
刀
剣
類
の
み

〈
会
津
若
松
合
同
庁
舎
　

2
階
大
会

　
議
室
〉

○
12
月
3
日
（
木
）
刀
剣
類
の
み

〈
福
島
県
庁
　
会
議
室
（
未
定
）〉

○
平
成
28
年
2
月
18
日
（
木
）
銃
砲
・

　
刀
剣
類

〈
郡
山
市
労
働
福
祉
会
館
　

2
階
中

　
ホ
ー
ル
〉

▼
開
催
時
間

　
午
前
10
時
～
正
午
、
　
午
後
1
時

　
～
３
時

【
所
有
者
が
代
わ
っ
た
場
合
や
登
録

　
証
を
紛
失
し
た
場
合
】

▼
所
有
者
が
代
わ
っ
た
と
き

　
20
日
以
内
に
新
し
い
所
有
者
が
登

録
証
を
発
行
し
た
都
道
府
県
教
育
委

員
会
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

▼
登
録
証
を
紛
失
し
た
と
き

　
遺
失
物
届
を
所
轄
の
警
察
署
に
提

出
後
、
登
録
証
を
発
行
し
た
都
道
府

県
教
育
委
員
会
へ
登
録
証
再
交
付
申

請
書
を
提
出
し
、
登
録
審
査
会
で
審

査
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
再
交
付
手

数
料
が
か
か
り
ま
す
）。
な
お
、
審

査
は
県
内
で
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

▼
貸
付
ま
た
は
保
管
を
委
託
す
る
と
き

　
貸
付
ま
た
は
保
管
委
託
届
出
書
を

20
日
以
内
に
登
録
し
た
都
道
府
県
教

育
委
員
会
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
貸
付
な
ど
が
終
了
し
た
場
合

は
速
や
か
に
終
了
届
出
書
を
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

※
上
記
の
手
続
を
怠
っ
た
場
合
、
不

　
法
所
持
と
し
て
罰
せ
ら
れ
る
こ
と

　
が
あ
り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ

　
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
教
育
庁
文
化
財
課

　
☎
０
２
４
―

５
２
１
―

７
７
８
７

第
10
回
特
別
弔
慰
金
が
支
給
さ

れ
ま
す

　
戦
後
70
周
年
に
あ
た
り
、
国
と
し

て
改
め
て
弔
慰
の
意
を
表
す
た
め
、

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
に
特
別
弔
慰
金

（
記
名
国
債
）
を
支
給
し
ま
す
。
請

求
手
続
き
に
つ
い
て
、
下
記
日
程
で

説
明
会
を
開
催
し
ま
す
の
で
、
現
在

お
住
ま
い
の
地
区
の
日
程
に
合
わ
せ

て
ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
請
求
窓
口
は
請
求
者
が
お

住
ま
い
の
市
区
町
村
と
な
り
ま
す
。

▼
基
準
日
　
平
成
27
年
４
月
１
日

▼
支
給
対
象
者
の
条
件

○ 

戦
没
者
な
ど
の
死
亡
当
時
の
ご
遺

族
で
、
基
準
日
に
お
い
て
、「
恩

給
法
に
よ
る
公
務
扶
助
料
等
」
や

「
戦
傷
病
者
戦
没
者
遺
族
等
援
護

法
に
よ
る
遺
族
年
金
」
な
ど
を
受

け
る
方
が
い
な
い
こ
と
。

○
先
順
位
の
ご
遺
族
１
人
に
支
給

　
①
基
準
日
に
お
い
て
、
弔
慰
金
の

　
　
受
給
権
を
取
得
し
た
方
。

　
②
戦
没
者
な
ど
の
子

　
③
戦
没
者
な
ど
の
父
母
・
孫
・
祖

　
　
父
母
・
兄
弟
姉
妹

　
④
前
記
①
～
③
以
外
の
三
親
等
以

　
　
内
の
親
族
（
甥
・
姪
等
）

※ 

④
に
つ
い
て
は
、
戦
没
者
な
ど
の

死
亡
時
ま
で
一
年
以
上
の
生
計
関

係
を
有
し
て
い
た
方
に
限
る
。

▼
支
給
内
容

　
額
面
25
万
円
、
５
年
償
還

▼
説
明
会
日
程

第
29
回
し
あ
わ
せ
金
婚
夫
婦

表
彰

　
結
婚
し
て
50
年
、
ご
夫
婦
が
力
を

合
わ
せ
て
良
き
家
庭
を
つ
く
り
、
地

域
社
会
に
貢
献
し
、
今
日
の
豊
か
な

社
会
を
築
き
上
げ
た
功
績
は
誠
に
大

き
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た

ご
労
苦
に
対
し
、
金
婚
を
迎
え
る
ご

夫
婦
に
表
彰
状
と
記
念
品
を
贈
り
祝

福
し
ま
す
。

※ 

本
年
は
昭
和
40
年
に
結
婚
し
、
金

婚
式
を
迎
え
る
ご
夫
婦
が
対
象
と

な
り
ま
す
。
ま
た
、
そ
れ
以
前
に

結
婚
さ
れ
、
ま
だ
金
婚
表
彰
を
授

与
さ
れ
て
い
な
い
ご
夫
婦
も
該
当

と
な
り
ま
す
。

※ 

対
象
と
な
ら
れ
る
方
は
自
己
申
告

制
度
で
の
お
申
し
込
み
と
な
り
ま

す
。

▼
申
込
期
間
　

　
７
月
10
日
（
金
）
ま
で

▼
申
込
先
　
会
津
坂
下
町
老
人
ク
ラ

　
ブ
連
合
会
（
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
社
会
福
祉
協
議
会
内
）

▼
表
彰
　
町
敬
老
会
の
席
上
で
表
彰

　
し
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
83
―

１
３
６
８

　
生
活
課
　
福
祉
健
康
班
（
③
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
２
２

地区名 日時 会場 地区名 日時 会場

若宮地区 8/18（火）午前10時
若宮コミュニティ
センター

金上地区 8/18（火）午後２時
金上コミュニティ
センター

広瀬地区 8/19（水）午前10時
広瀬コミュニティ
センター

川西地区 8/19（水）午後２時
川西コミュニティ
センター

八幡地区 8/20（木）午前10時
八幡コミュニティ
センター

高寺地区 8/20（木）午後２時
高寺コミュニティ
センター

坂下地区 8/21（金）午前10時 中央公民館

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課 

福
祉
健
康
班
（ 

③
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
２
２
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犬
を
飼
っ
て
い
る
み
な
さ
ん
へ

暮
ら
し

▼
登
録
・
注
射
を
忘
れ
て
い
ま
せ
ん

　
か
？

○ 

新
た
に
犬
を
飼
い
始
め
た
ら
、
登

録
申
請
の
手
続
き
を
し
ま
し
ょ
う
。

戸
籍
環
境
班
で
受
け
付
け
て
い
ま

す
。

　［
登
録
手
数
料
３
０
０
０
円
］

○ 

毎
年
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

て
い
ま
す
か
？

　
近
隣
諸
国
で
は
、
い
ま
だ
に
狂
犬

病
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
狂
犬
病
は
、

人
に
咬
み
つ
く
事
で
感
染
し
死
亡
さ

せ
る
恐
ろ
し
い
病
気
で
す
。 

毎
年

１
回
狂
犬
病
の
予
防
注
射
を
受
け
さ

せ
ま
し
ょ
う
。 

予
防
注
射
を
受
け

た
ら
、
注
射
済
票
交
付
申
請
の
手
続

き
を
し
ま
し
ょ
う
。 

獣
医
さ
ん
が

発
行
す
る
狂
犬
病
予
防
注
射
証
明
書

を 

戸
籍
環
境
班
に
持
参
し
て
手
続

き
を
し
て
く
だ
さ
い
。［
注
射
済
票

　
交
付
申
請
手
数
料 

５
５
０
円
］

※ 

登
録
や
注
射
を
怠
る
と
、
周
辺
の

方
へ
迷
惑
と
な
る
だ
け
で
な
く
狂

犬
病
予
防
法
お
よ
び
条
例
に
よ
り

罰
せ
ら
れ
ま
す
。

▼
ル
ー
ル
を
守
っ
て
い
ま
す
か
？

○
放
し
飼
い
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
？

　
夜
間
や
早
朝
を
問
わ
ず
、
犬
の
放

し
飼
い
は
、
で
き
ま
せ
ん
。
首
輪
や

ク
サ
リ
、
柵
や
オ
リ
を
定
期
的
に
点

検
し
、
犬
が
逃
げ
出
さ
な
い
よ
う
に

注
意
し
ま
し
ょ
う
。

○
し
つ
け
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

　
無
駄
吠
え
や
不
衛
生
な
管
理
で
他

人
に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。

○
散
歩
の
マ
ナ
ー
を
守
っ
て
い
ま
す

　
か
？

　
引
綱
を
短
く
持
ち
、
通
行
人
に
注

意
を
し
て
、
い
つ
で
も
犬
を
抑
え
る

こ
と
が
で
き
る
態
勢
（
服
装
や
靴
）

で
散
歩
を
し
ま
し
ょ
う
。
散
歩
は
排

便
排
尿
さ
せ
る
た
め
に
す
る
の
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。
出
か
け
る
前
に
排
便

排
尿
さ
せ
、
散
歩
中
の
も
の
は
、
用

具
を
携
帯
し
て
回
収
し
、
適
正
に
処

理
を
し
ま
し
ょ
う
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
生
活
課
　
戸
籍
環
境
班
（
⑨
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
０
０

夏
ま
つ
り
開
催

催
し
・
講
座

　
ば
ん
げ
夏
祭
り
の
開
催
が
近
づ
い

て
ま
い
り
ま
し
た
。
詳
細
は
７
月
25

日
の
配
布
文
書
に
て
別
途
お
知
ら
せ

し
ま
す
。

　
ま
た
、
恒
例
イ
ベ
ン
ト
の
水
合
戦

の
日
程
・
会
場
は
左
記
の
と
お
り
変

更
と
な
り
ま
す
。
ぜ
ひ
み
な
さ
ん
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

◎
ば
ん
げ
夏
祭
り

▼
開
催
日
　
８
月
２
日
（
日
）

▼
開
催
内
容
　

　
歩
行
者
天
国
・
流
し
踊
り
・
打
ち

　
上
げ
花
火

◎
水
合
戦

▼
開
催
日
　
７
月
25
日
（
土
）

▼
開
催
場
所

　
道
の
駅
あ
い
づ
　
湯
川
・
会
津
坂

　
下

▼
開
催
時
間

　
子
供
の
部
　
午
前
９
時
30
分
～

　
大
人
の
部
　
午
後
１
時
30
分
～

会
津
坂
下
町
成
人
式

　
成
人
式
を
迎
え
る
み
な
さ
ん
、
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
中
学
校
を
卒
業
し
て
か
ら
、
も
う

５
年
が
経
ち
ま
し
た
。
懐
か
し
い
恩

師
や
友
達
の
笑
顔
に
逢
え
る
成
人
式
。

人
生
の
節
目
と
し
て
ぜ
ひ
ご
出
席
く

だ
さ
い
。

▼
日
時
　
８
月
15
日
（
土
）

▼
受
付
　
午
前
９
時
よ
り

▼
開
式
　
午
前
10
時

▼
会
場
　
会
津
坂
下
町
中
央
公
民
館

　
　
　
　（
大
研
修
室
）

▼
該
当
者
　

　
平
成
６
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
７

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
で
、

会
津
坂
下
町
に
住
所
が
あ
る
方
ま
た

は
町
内
小
・
中
学
校
に
在
籍
し
て
い

た
方
。

　
該
当
者
に
は
、
坂
下
町
の
住
所
地

（
保

護

者

住

所
）
へ
、
ハ
ガ

キ
で
お
知
ら
せ

し
ま
す
。
該
当

者
で
通
知
が
な

い
場
合
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
教
育
課
　
社
会
文
化
班
（
中
央
公

　
民
館
内
）

　
☎
83
―

３
０
１
０

秋
ま
つ
り
開
催

　
平
成
27
年
度
秋
ま
つ
り
は
、
９
月

第
３
土
・
日
曜
日
が
お
彼
岸
に
あ
た

り
ま
す
の
で
左
記
の
開
催
日
程
と
な

り
ま
す
。

○
９
月
12
日
（
土
）
宵
祭
り

○
９
月
13
日
（
日
）
本
祭
り

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
町
観
光
物
産
協
会

　
☎
83
―

２
１
１
１

不
動
産
取
得
税
の
軽
減
制
度

　｢

不
動
産
取
得
税｣

は
土
地
や
家

屋
を
取
得
し
た
と
き
に
一
度
だ
け
納

め
て
い
た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。

　
住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
て
か
ら

３
年
以
内
に
住
宅
を
新
築
（
中
古
住

宅
の
場
合
は
、
１
年
以
内
に
取
得
）

し
た
場
合
や
、
住
宅
を
取
得
し
て
か

ら
１
年
以
内
に
そ
の
住
宅
用
の
土
地

を
取
得
し
た
場
合
で
、
一
定
の
要
件

を
満
た
す
と
き
は
、
こ
れ
ら
の
土
地

に
か
か
る
「
不
動
産
取
得
税
」
を
軽

減
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
ま
た
、
災
害
や
公
共
収
用
時
な
ど

に
も
減
免
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
ご
本
人
の
申

請
に
よ
り
減
額
・
減
免
す
る
も
の
な

の
で
、
該
当
す
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、

詳
し
い
要
件
お
よ
び
必
要
書
類
に
つ

い
て
、
左
記
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　
不
動
産
取
得
税
チ
ー
ム

　
☎
29
―

５
２
５
４

敬
老
会
を
開
催
し
ま
す

　
町
で
は
長
寿
の
お
祝
い
を
記
念
し

て
、
敬
老
会
を
開
催
し
ま
す
。
ご
近

所
ご
友
人
な
ど
お
誘
い
合
わ
せ
て
お

い
で
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　
９
月
12
日
（
土
）

▼
受
付
　
午
前
８
時
30
分
よ
り

▼
開
式
　
午
前
９
時
30
分

▼
会
場
　
坂
下
南
小
学
校
体
育
館

▼
該
当
者

　
９
月
１
日
現
在
で
満
75
歳
以
上
の

方▼
そ
の
他

　
７
月
中
旬
以
降
に
該
当
者
に
つ
い

て
は
往
復
は
が
き
で
出
席
確
認
の
通

知
を
送
付
し
ま
す
。
出
席
さ
れ
る
方

は
、
返
信
用
の
は
が
き
を
投
函
し
て

い
た
だ
け
れ
ば
出
席
の
手
続
き
と
な

り
ま
す
。

※
当
日
は
、
上
履
き
を
ご
持
参
願
い

　
ま
す
。

▼
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
町
観
光
物
産
協
会

　
☎
83
―

２
１
１
１

　
社
会
福
祉
協
議
会

　
☎
83
―

１
３
６
８

　
生
活
課 

福
祉
健
康
班 

（
③
窓
口
）

　
☎
84
―

１
５
２
２
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▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
警
察
署

　
☎
83
―

３
４
５
１

注　

意

会
津
坂
下
消
防
署
よ
り

蜂
の
巣
や
鳥
の
巣
を
駆
除
す
る
場
合

に
「
火
」
は
使
わ
な
い
で
!!

　
蜂
の
巣
や
鳥
の
巣
な
ど
を
駆
除
す

る
際
に
、「
火
」
を
使
用
し
て
家
屋

や
植
木
な
ど
に
燃
え
広
が
る
事
故
が

各
地
で
相
次
い
で
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も

・
蜂
に
刺
さ
れ
る
、
鳥
に
突
か
れ
る

　
な
ど
の
傷
を
負
う
。

・
バ
ラ
ン
ス
を
崩
し
て
高
い
所
か
ら

　
墜
落
す
る
。

な
ど
の
事
故
も
見
受
け
ら
れ
ま
す
。

　
火
災
で
家
を
失
う
場
合
や
、
蜂
刺

さ
れ
や
怪
我
で
命
を
落
と
す
場
合
が

あ
り
ま
す
の
で
、
駆
除
す
る
場
合
は

電
話
帳
な
ど
に
あ
る
専
門
の
業
者
に

相
談
し
ま
し
ょ
う
。

マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守
っ
て
水
難
事

故
を
な
く
そ
う
！

　
夏
が
近
づ
き
水
遊
び
の
楽
し
い
季

節
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。
水
遊
び
は

楽
し
い
反
面
、
危
険
も
い
っ
ぱ
い
で

す
。
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守
り
水
難

事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、

外
で
は
天
気
の
急
な
変
化
に
十
分
気

を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

○
川
で
の
注
意
事
項

・
子
ど
も
だ
け
で
は
絶
対
に
河
遊
び

　
は
し
な
い
。

・
水
面
は
穏
や
か
で
も
水
中
で
は
複

　
雑
な
流
れ
が
あ
る
。

・
川
底
は
平
で
は
な
く
深
み
が
あ
る
。

そ
の
他

糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
よ
り

▼
左
記
の
祝
日
に
臨
時
営
業
し
、
翌

　
日
を
休
館
し
ま
す
。

　
７
月
20
日
（
月
・
海
の
日
）
開
館

　
７
月
21
日
（
火
）　
休
館

毎
月
勤
労
統
計
調
査
特
別
調
査

が
は
じ
ま
り
ま
す

　
平
成
27
年
７
月
31
日
現
在
で
、
１

人
か
ら
４
人
の
労
働
者
を
雇
用
す
る

事
業
所
を
対
象
に
、「
毎
月
勤
労
統

計
調
査
特
別
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

調
査
対
象
と
な
ら
れ
た
事
業
主
の
み

な
さ
ま
の
調
査
へ
の
ご
理
解
と
ご
回

答
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
対
象
事
業
所

　
厚
生
労
働
省
が
指
定
し
た
県
内
40

調
査
区
内
に
所
在
す
る
、
１
人
か
ら

４
人
の
労
働
者
を
雇
用
す
る
事
業
所

▼
調
査
期
間
　
８
月
～
９
月

▼
調
査
事
項
　
賃
金
、
労
働
時
間
、

　
労
働
者
数
な
ど

▼
調
査
方
法

　
知
事
が
任
命
し
た
統
計
調
査
員
が

対
象
事
業
所
を
訪
問
し
て
調
査
し
ま

す
。

▼
そ
の
他

　
調
査
票
に
書
か
れ
た
事
柄
は
、
統

計
法
に
よ
り
厳
し
く
秘
密
が
守
ら
れ
、

統
計
以
外
の
目
的
に
用
い
ら
れ
る
こ

と
は
禁
じ
ら
れ
て
い
ま
す
。
安
心
し

て
お
答
え
く
だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
福
島
県
企
画
調
整
部
統
計
課

　
☎
０
２
４
―

５
２
１
―

７
１
４
５

　
FAX
０
２
４
―

５
２
１
―

７
９
１
４

・
川
の
石
は
滑
り
ま
す
。

・
流
れ
が
穏
や
か
で
も
、
水
か
さ
が

　
膝
上
に
な
る
と
身
動
き
が
取
れ
な

　
く
な
り
ま
す
。

・
池
や
沼
な
ど
フ
ェ
ン
ス
や
柵
を
乗

　
り
越
え
て
遊
ば
な
い
こ
と
。

○
プ
ー
ル
や
海
で
の
注
意
事
項

・
水
泳
中
や
水
遊
び
中
、
子
ど
も
か

　
ら
目
を
離
さ
な
い
。

・
浮
き
輪
を
使
っ
て
い
る
か
ら
と
安

　
心
は
し
な
い
こ
と
。

・
休
憩
時
間
は
概
ね
一
時
間
毎
に
取

　
ら
せ
て
く
だ
さ
い
。

・
悪
ふ
ざ
け
は
し
な
い
こ
と
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
会
津
坂
下
消
防
署

　
☎
83
―

４
１
０
０

会
津
坂
下
警
察
署
よ
り

「
な
り
す
ま
し
詐
欺
」
被
害
防
止
の

た
め
に

　
６
月
に
入
り
、
県
内
で
は
「
日
本

年
金
機
構
の
職
員
を
名
乗
る
者
か
ら

の
不
審
電
話
が
連
続
発
生
」
し
て
い

ま
す
。

　
家
族
を
含
め
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
も
、
こ
の
よ
う
な
電
話
が
か
か

っ
て
き
た
時
に
は
、
す
ぐ
に
電
話
を

切
り
、
警
察
や
家
族
に
相
談
し
て
く

だ
さ
い
。

　
ま
た
、
最
近
の
傾
向
で
は
、
被
害

者
の
方
は
、
犯
人
か
ら
「
行
員
か
ら

『
な
り
す
ま
し
詐
欺
で
は
あ
り
ま
せ

ん
か
』
と
聞
か
れ
た
ら

・
実
家
で
葬
式
が
あ
り
、
そ
れ
に
使

　
う
お
金

・
身
内
に
不
幸
が
あ
っ
た

・
お
墓
を
建
て
る
か
ら
必
要
だ

・
知
り
合
い
だ
か
ら
大
丈
夫

と
答
え
れ
ば
、
お
金
を
下
ろ
す
こ
と

が
で
き
ま
す
よ
。」
な
ど
と
言
う
よ

う
に
指
示
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
そ
の
結
果
、
金
融
機
関
で
職
員
方

か
ら
声
を
か
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
犯

人
の
指
示
ど
お
り
答
え
て
定
期
を
解

約
す
る
こ
と
が
で
き
、
被
害
に
遭
っ

て
い
ま
す
。

　
犯
人
は
、
そ
の
時
々
の
社
会
情
勢

を
言
葉
巧
み
に
織
り
交
ぜ
な
が
ら
、

手
を
変
え
品
を
変
え
犯
行
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
た
だ
い
ま
、
走
行
中
の
バ
ス
車
内

で
の
事
故
を
防
止
す
る
た
め
、「
車

内
事
故
防
止
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
走
行
中
に
席
を
離
れ
る
と
、
転
倒

な
ど
思
わ
ぬ
け
が
を
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。
お
降
り
の
際
は
、
バ
ス
が

停
留
所
に
着
い
て
扉
が
開
い
て
か
ら

席
を
お
立
ち
願
い
ま
す
。

　
ま
た
、
バ
ス
は
安
全
運
転
に
徹
し

て
い
ま
す
が
、
や
む
を
得
ず
急
ブ
レ

ー
キ
を
掛
け
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

満
席
の
た
め
、
お
立
ち
に
な
っ
て
ご

利
用
い
た
だ
く
場
合
に
は
、
吊
革
や

握
り
棒
に
し
っ
か
り
お
つ
か
ま
り
く

だ
さ
い
。

　
バ
ス
の
車
内
事
故
防
止
に
み
な
さ

ま
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
東
北
運
輸
局
福
島
運
輸
支
局
・
福

　
島
県
バ
ス
協
会

　
☎
０
２
４
―

５
４
６
―

１
４
７
８

バ
ス
車
内
事
故
防
止
の
お
願
い

※
22
日
（
水
）
よ
り
通
常
営
業

▼
問
い
合
わ
せ
先

　
糸
桜
里
の
湯
ば
ん
げ
管
理
運
営

　
㈱
会
津
ば
ん
げ
公
共
サ
ー
ビ
ス

　
☎
83
―

１
３
４
４

会津坂下町内街頭犯罪等発生状況(平成27年５月末現在)

区　分 管  内 会津坂下町 区　分 管  内 会津坂下町

強 盗 自 販 機 ね ら い

空 き 巣 ね ら い 車 上 ね ら い 1 1

忍 び 込 み ひ っ た く り

事 務 所 荒 し 部 品 ね ら い

出 店 荒 し 強 制 わ い せ つ

自 動 車 盗 街 頭 犯 罪 合 計 4 4

オ ー ト バ イ 盗 その他刑法犯等 31 25

自 転 車 盗 3 3 全 刑 法 犯 35 29
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注
　
意

○申し込みは原則、 土・日・祝日を除く

　午前8時30分～午後5時15分

○費用・料金等の記載のないものは無料

○ 「申込」 の記載があるものは事前に申し込みが必要

事　業　名 日　　時
開　催　場　所

申込 ･ 問い合わせ先
備　　　　　　考

すこやかキッズ

７月23日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分

場　健康管理センター

問　☎ 83―1000

対　２歳～幼稚園入園前の子どもと保護者

持　オムツ・飲み物

内　親子３Ｂ体操

８月６日(木)

午前10時～　　　

　　　　11時30分

対　０～２歳の子どもと保護者

持　オムツ・ミルク・飲み物・バスタオル

内　ふれあい遊び・ベビーマッサージ

※予防接種前後24時間はベビーマッサージが

　できませんのでご注意ください。

行政書士会による

相談会

８月６日（木）

午前９時30分　　

　　　　　～正午

場　町民体育館

問　生活課戸籍環境班

　　☎ 84―1500

　　坂下コミュニティセンタ－

　　☎ 83―0522

内　売買契約書、土地建物の許認可、遺言・

　　相続・離婚などの書類作成や、申請手続

　　きなどの相談に応じます。

弁護士による

無料法律相談会

８月７日(金)

午前10時～　　　

　　　　午後３時

場　保健福祉センタ－

問　生活課戸籍環境班

　　☎ 84―1500

　　会津坂下町社会福祉協議会

　　☎ 83―1368

内　毎日の生活の中での心配ごと、悩みごと

　　などお気軽にご相談ください。

申　前日までにお申し込みください。

場＝場所　問＝問い合わせ　内＝内容　期＝期日　費＝参加費　対＝対象者　申＝申込　持＝持参品

国勢調査が実施されます オンライン調査について

　国勢調査は、行政の基礎となる人口・世帯の実態を明らかにする国の最も重要な統計調査です。

この調査は統計法という法律に基づいて実施され、調査項目に回答する義務が定められています。

　今回からは、調査員が各世帯に配布する紙の調査票で回答する方法に加えてパソコンやスマート

フォンを利用してのインターネット回答が取り入れられ、回答から提出までの負担が軽減されます。

　国勢調査に回答する際は、ぜひインターネット回答をご利用ください。

【問い合わせ先】　政策財務課　政策企画班　　☎８４－１５０４

９月上旬ごろ～９月12日（土）に

調査員が「インターネット回答の利用案内」を配布

↓

パソコン・スマートフォンから

「国勢調査オンライン」にログイン・回答

（所要時間は10分～ 20分）

……９月20日（日）インターネット回答期限……

↓

インターネット回答がなかった世帯に

調査員が紙の調査票を配布
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　世帯ごとの１年間の国民健康保険税（以下、国保税）の金額は、次の課税項目を組み合わせて決

まります。

※40歳～64歳の方の国保税には、介護保険分が含まれています。

※65歳以上の方は、介護保険分は国保税と別に納めていただきます。

【納税通知書について】

　平成27年度の納税通知書は7月中旬に送付します。

　国保税は、世帯単位で課税され、納税義務者は世帯主です。

　世帯の中で、国保に加入されている方の所得や資産の内容に応じて

保険税額を算出し、世帯主の方に通知します。

【国保税の納め方について】

　納税組合に加入されていない方は、納税通知書と一緒に送付される納付書で納めてください。

また、口座振替での納付にされますと、翌年以降も自動的に継続されるため、

納め忘れがなく大変便利です。納税通知書・通帳・通帳の届出印を持参し、町

内の銀行・ゆうちょ・農協などの窓口で手続きを行ってください。

【国民健康保険は国保税が支えています】

　国保税は、国民健康保険事業（保険給付、特定健診など）の重要な財源となっています。医療費が年々

増加傾向にあるため、国保の財政は毎年厳しい状況となっています。保険税を納めることは、自分だけ

ではなく、すべての人が安心して医療を受けられることにもつながりますので、みなさまのご協力をお

願いします。

また、健康の保持と医療費抑制のため、７月から実施する健診を受けて自分の健康状態を把握しましょ

う。受診をお待ちしています。

【問い合わせ先】　生活課　保険年金班（④窓口）　☎８４－１５０１

課税項目

税　率　等

医療分
後期高齢者
支援金分

介護保険分
(40歳以上65歳未満)

所 得 割
世帯内の国保加入者の
所得に応じて計算

７．２２％ ２．９４％ ２．４４％

資 産 割
世帯内の国保加入者の
資産に応じて計算

１０．０３％ ７．３０％ ５．３８％

均 等 割
世帯内の国保加入者の
人数に応じて計算

２１，６００円 ８,４００円 １１，０００円

平 等 割 １世帯ごとに計算 ２２，８００円 １１,８００円 ７，２００円

最高限度額 各項目ごとの上限額 ５２０，０００円 １７０，０００円 １６０，０００円

平成27年度の国民健康保険税率が決まりました
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7 月の保健ガイド
健康管理センター　☎83－1000

７月15日(水) ～８月７日(金)までの情報をお知らせします。

町の人口と世帯（６月１日現在）

人　口………16,242人（－ 34）

　男　………  7,759人（－ 16）

　女　………  8,483人（－ 18）

世帯数………  5,433戸（－ 14）

今月の納税【納期限７月31日(金)】

●固定資産税　　　●住宅使用料

●国民健康保険税　●児童福祉負担金

●介護保険料

●上･下水道･農業集落排水使用料

5/21 ～ 6/20届出分

戸籍の窓口

※　上記については、保護者・ご親

　族に同意を得て掲載しています。

　掲載を希望されない方は 「戸籍の

　届書」 を提出する際に、担当に申

　し出てください。 

お誕生おめでとう

哀悼の意を表します

乳幼児健康診査
場　　所　健康管理センター

持 参 品　母子健康手帳・乳幼児健康管理手帳

受付時間　午後１時～１時20分

事　業　名 月　日 対　　象　　者

４か月児 ８月４日（火）
平成27年３月15日

～４月14日生

乳幼児健康

・栄養相談
８月７日（金）

月齢・年齢は問いません。育児

についての相談を希望する方。

離乳食教室
８月７日（金）

午後2時30分～

平成26年11月15日

～平成27年１月14日生

休日救急診療当番
 ※ 変更になる場合があります。

７月19日（日） 坂下厚生総合病院 ☎83―3511

８月２日（日） 菅原医院 ☎83―2311

救　急　病　院
坂下厚生総合病院 ☎83―3511

月　日 数値

６月１日 0.077 調査地点 数値 調査地点 数値

５月１日 0.075 坂 下 中 学 校 0.084 坂下南幼稚園 0.139

４月１日 0.072 坂下南小学校 0.103 坂下東幼稚園 0.098

３月１日 0.065 坂下東小学校 0.098 ばんげ保育所 0.065

２月１日 0.039 託児ルーム もみの木 0.065 えくぼ遊育園 0.108

【役場周辺】 【学校等における測定結果（６月11日）】

マイクロシーベルト／時

▼問い合わせ先　総務課　危機管理班　☎84―1527

地　区	 　名　前　　　（保護者）

上　町	 坂内　賢
けん

仁
と

（一仁・有希恵）

新　町	 佐藤　　怜
れん

（桂三・唯）

新　町	 佐藤　詩
し

織
おり

（庄太・朋美）

新　町	 宗方杏
あ ゆ り

由梨（利一・恵子）

新　舘	 板橋　　佳
けい

（吉彦・未央）

柳　町	 齋藤　心
こ

都
と

（真吾・裕子）

八日沢	 蓮沼　颯
ふう

真
ま

（裕也・楓）

和泉川原	 江川　瑛
えい

都
と

（恭弘・章加）

新栄町	 玉川　優
ゆ

杏
あ

（和訓・静香）

柳　町	 稲村　心
こ

陽
はる

（栄一・優）

鉄砲町	 赤　城　吉　美	（88歳）
塔　寺	 齋　藤　佳　紀	（75歳）
朝　立	 大　島　光　一	（80歳）
青　津	 江　花　テル子	（83歳）
和　泉	 小　野　　　繁	（56歳）
窪　倉	 椎　野　宗重郎	（66歳）
新栄町	 加　藤　　　知	（77歳）
五　香	 石　川　利喜雄	（76歳）
宇　内	 岩　渕　ハツ子	（91歳）
樋　渡	 山　内　智惠子	（91歳）
新栄町	 景　山　　　弘	（83歳）
新栄町	 中　沖　ミ　ツ	（96歳）
舟　渡	 内　川　清　照	（76歳）
塔　寺	 長　峯　ミツ子	（92歳）
古坂下	 熊　倉　秀　男	（78歳）
上　町	 髙　久　槙　子	（88歳）
鉄砲町	 小　椋　熊　伊	（91歳）
塔　寺	 山　内　春　子	（89歳）
沼　越	 小　池　　　隆	（78歳）
桜木町	 小　林　康　雄	（81歳）
新開津	 目　黒　光　夫	（82歳）
見　明	 齋　藤　市　記	（78歳）
五　香	 北　島　キヨ子	（83歳） 建設課　上下水道班　☎ 84―1530

【休日の水道修理当番】 休日は下記に問い合わせください
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